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Abstract: The stone pagodas (houkyouinto and gorinto) are made of hard stone; therefor, they 
mostly keep their original shape even after a long time. In addition, most of them remain in their 
original positions because of their weight. For this reason, if a part of stone pagoda remains in areas 
where there are few historical documents or is not at all, various things can be unraveled from it. This 
paper measured and analyzed the stone pagodas remaining in the temple “Risouin” in Koda-cho, 
Akitakada City, located in the northern part of Hiroshima Prefecture. In addition, the history of Shishido 
family, the lord of the land, will be elucidated, and the characteristics and distribution of stone towers 
made of granite and limestone will be clarified.
要旨： 石塔（宝篋印塔・五輪塔）は，その素材の特性から長く原型を保ちやすく，また重量があるこ
とから原位置に残るものが多い。このため文字で書かれた史料が少ない，あるいは皆無の地域であって
も，石塔の一部が残っていれば，そこから様々なことが読み解ける。本稿は，広島県の北部に位置する
安芸高田市甲田町の理窓院に残る中世後期から近世初頭にかけての石塔群を実測，分析することで，こ
の土地の中世武士団であった宍戸氏の歴史に迫るとともに，花崗岩や石灰岩によって製作された石塔の
特色や分布を明らかにする。
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「一叟」から「一叟院」と称したと伝える注 1)。この伝
承は，『書出帳』に記載される「鐘銘写」から元禄 7
（1694）年までは溯り，同じく『書出帳』によれば
「代々御菩提寺之由にて，宍戸隆家公同元源公同隆忠公
同知家御裏方様とも御位牌多く」祀られていたという。
寺は，南北朝期に常陸国から西遷したとされる宍戸家
が最初に拠ったと伝える柳ヶ城と同じ菊山にあり，城
との直線距離は約 400 m，その後，本城とした五龍城
からも約 1 kmの地点にあることから（地図 2），『書出
帳』の記事はかなり確証の高い伝承とみてよいだろう。
いま理窓院の境内の一角には，花崗岩製の小型五輪
塔が「宍戸元源墓」として祀られている。この五輪塔
はじめに
広島県の北部，安芸高田市甲田町（旧安芸国高田郡）
にある真言宗寺院の理窓院は，毛利元就の娘を正室に
迎え，毛利一門となった宍戸隆家の祖父元源が創建し
たと伝える宍戸家の菩提寺である（地図 1）。このこと
を裏付ける一次史料は存在しないが，広島藩が『芸藩
通志』を編纂するための基礎資料として村々から提出
させた『国郡志御用ニ付下調書出帳　下甲立』（文政
2・1819年。以下『書出帳』と略す）には，「永禄元
戌年梅光旭和尚と申僧開基に御座候，宍戸元源御願主」
とあり，「寛永四年迄は禅宗」にて，寺号は元源の御諱
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から，同じ広島県でも石塔を建てる地域と石塔を建て
ない地域に大きく分かれることをこれまでも指摘して
きた注 2)。ここで取り上げる安芸高田市は，このうちの
後者，石塔を建てない地域となり，中世後期，この地
の大部を本領とした毛利家も宝篋印塔はおろか，五輪
塔も造塔していない。ところが，市内東端に位置した
宍戸領（甲田町）だけは，男山八幡宮に応永 5（1398）
年銘の花崗岩製の宝篋印塔の基礎があり，天叟院跡に
宍戸隆家夫婦墓と伝える文禄 2（1593）年銘のある石
灰岩製の宝篋印塔が 2基存在するなど若干様相を異に
する。ここから，甲田町域は県南部や県中部を中心に
広がる花崗岩製宝篋印塔の分布と県東北部に多い石灰
岩製宝篋印塔の分布がまじりあう地域と考えてきた
が注 3)，甲田町の理窓院に，これまで全く注目されてこ
なかった花崗岩製の石塔が多数存在することが判明し
たことで，石塔の分布状況を見直す必要が出てきた。
そこで本稿では，理窓院に残る石塔群を検討すること
で，文献史料が少ない宍戸家の歴史や研究が皆無に近
い県北における石塔の分布状況やその特徴について論
じていきたい注 4)。
一　石塔群の概要
理窓院の石塔群は，いま境内の 2箇所に分かれて並
べられている。このうち 1箇所（A群）は，本堂の裏
山にある宍戸隆忠夫妻の墓と伝える 2個の石を祀った
一画の両側にあり，むかって左側の寄せ集め塔や残欠
を A①群（写真 1），右側に広がる残欠群を A②群，さ
らにその奥に散乱する残欠群を A③群として検討す
は，『甲田町誌』（1967）にも掲載され，安芸高田市指
定史跡となっているが，境内にはこのほかにも花崗岩
製の宝篋印塔や五輪塔の部材の一部，いわゆる残欠が
多数存在することが調査を進めるなかで判明した。こ
うした花崗岩製の石塔は，鎌倉末期以降，17世紀前半
頃に至るまで広島県（安芸・備後国）の南部から中部
にかけて数多く造塔され，なかでも複雑な形から製作
費も割高となる宝篋印塔は，中世武士団として名高い
小早川氏をはじめ，有力領主層が自家のシンボル塔と
して代々造塔した。ところが，県の北部にはいると備
北（庄原市・三次市，旧備後国北部）を除けば石塔の
分布は皆無に近く，存在しても戦国期以降の小型の五
輪塔や極めて簡素な小型の宝篋印塔に限られる。ここ
地図 1　安芸高田市 HPより転載。一部改編
地図 2　安芸高田市甲田町 理窓院周辺図。国土地理院ウェブサイトより転載。一部地名を記入。
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石塔群はもう一箇所，本堂の先を左折した奥にある。
こちらを B群とする。B群は，白壁のなかに祀られる
宍戸元源墓とされる小型の五輪塔，これに隣接して同
じく白壁のなかに祀られている小型の五輪塔の 2基と，
その周辺部に広がる残欠群からなる。このうち残欠群
を B①群（写真 2），2基の五輪塔を B②群とする。
まず，A群・B群ともに，五輪塔や宝篋印塔の残欠
を組み合わせた寄せ集め塔が 17基ほど立つが，いずれ
も本来の組み合わせではない。このため，ここでは個々
の部材ごとに分類して個数を整理し，表 1にまとめた。
A①群のうち，五輪塔の部材として最も多く残るも
のは水輪の 13個で，石灰岩を素材とした小型五輪塔の
水輪も 2個残存する。また，宝篋印塔の部材として最
も多く残るものは基礎の 3個となり，いずれも寄せ集
めた五輪塔の地輪のかわりに据えられている。A②群
では，五輪塔の部材として最も多く残るものは水輪，
火輪，空風輪の各 2個であり，宝篋印塔の部材として
は反花式の基壇が 1個あるほか，笠と相輪が各 2個あ
る。A③群には，五輪塔の部材として地輪と水輪が各
4個と最も多く，宝篋印塔の部材として相輪の残欠が
1個ある。ここから，A群には少なくとも花崗岩製の
五輪塔が 19基，石灰岩製の小型五輪塔が 2基，花崗岩
製の宝篋印塔が 3基はあったことになる。
これに対し，B①群では，五輪塔の水輪と火輪の各
8個が最も多く，宝篋印塔の基礎も 2個ある。この基
礎も寄せ集めた五輪塔の地輪のかわりに据えられてい
る。これに B②群の五輪塔 2基を加えると，B群には，
少なくとも花崗岩製の五輪塔が 10基，宝篋印塔が 2
基あったことになる。
ここから，理窓院全体では，少なくとも花崗岩製の
五輪塔 29基，宝篋印塔 5基，石灰岩製の五輪塔 2基
が存在していたことがあきらかになった。この数は，
甲田町域では最大の石塔群となり，理窓院がもとは宍
る。なお，宍戸隆忠夫妻墓とされる 2個の石は，『書出
帳』に記載される「大石二ツ御座候，無銘に御座候間
難相分，尤も宍戸出雲守・宍戸孫四郎両人の墓と申伝
候，又宍戸弥四郎（隆忠）夫婦之墓とも申伝候」とい
う大石に相当するが，墓標ではない。おそらく古くは
神の依代として祀られていた大石がいつしかその役割
を忘れ去られ，後世，宍戸隆忠が理窓院に埋葬された
と記す「宍戸系図」をもとに注 5)，宍戸隆忠夫妻の墓と
され誤伝したものと推察される。
写真 2
写真 1
表 1
A①群 A②群 A③群 B①群 B②群 計
五 花 空風輪 9 2 5 2 18
五 花 火輪 11 2 3 8 2 26
五 花 水輪 13 2 4 8 2 29
五 花 地輪 7 4 5 2 18
五 石 空風輪 1 1
五 石 水輪 2 2
宝 花 相輪 1 2 1 4
宝 花 笠 1 2 3
宝 花 塔身 1 1 2
宝 花 基礎 3 2 5
宝 花 基壇 1 1
＊表中の五は五輪塔，宝は宝篋印塔，花は花崗岩，石は石灰岩の略となる。
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塔身・笠・相輪の 4部材からなる。相輪を除き平面は
方形で，特徴ある基礎と笠は製作年代を知る手かがり
になる。
理窓院の宝篋印塔は，いずれも残欠で部材を揃えた
完存塔はない。紀年銘もないため正確な年代は特定し
がたいが，県内の宝篋印塔に関しては，最も多く宝篋
印塔が造塔された県南の尾道市・三原市・竹原市・東
広島市を中心に外形観察と各部の計測を実施してい
る。そこで得られた数値をもとに，各部材ごとの比率，
具体的には①基礎の全高 /幅，②基礎側面の高 /幅，③
側面に彫られた格狭間の方形枠の上幅 /下幅，④格狭
間内に彫られた花弁風文様の上部花頭形の茨の位置，
⑤笠の全高 /軒幅，⑥隅飾りの間隔比などから，およ
その編年は作成済みである注 6)。このため，今回も理窓
院の宝篋印塔の各部を計測して比率を割り出し，編年
の数値や形態を参考にして年代を推定した。
まず A①群の基礎は，むかって左端の基礎から順に
HB01，HB02，HB03とし（写真 3），B群の基礎も向
かって左端の基礎から HB04，HB05とした（写真 4）。
これらの主な計測値を整理したものが表 2となる。基
礎の上部は，いずれも県南部に多く見られる蓮の花弁
が大きく反り返って開花した状態を表す反花座とな
り，上部を段形に造る二段式や繰形に造る基礎はない。
まず，HB01は，正面下部と右側一部を欠損するが，
戸家の菩提寺であったことからすれば，造塔者は宍戸
家と推察される。なお，A群と B群は直線にして 80 m
ほど離れているが，二つの石塔群がもともと分けて祀
られていたのか，それともある時代に分けられたのか，
その点に関しては記録も伝承もないためわからない。
A群が古く，B群が新しいわけでもないことから，こ
こではひとまず両者を一体のものとして検討する。
二　宝篋印塔
宝篋印塔と五輪塔のうち，とくに注目されるのは鎌
倉末期以降，安芸や備後の領主層が代々造塔した宝篋
印塔の存在である。宝篋印塔の名称は，経典の「一切
如来秘密全身舎利宝篋印陀羅尼経」に由来し，基礎・
写真 3 写真 4
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全高 /幅の比率は 0.73，側面高 /幅も 0.52と HB01よ
りもやや高さを増してはいるが，南北朝期の基礎の比
率の枠内にはまだ収まる。ただし，花頭形の比率が 0.5
となって内側の茨の位置が中間になることからすれ
ば，HB01よりは若干新しく，14世紀末頃の基礎と推
察される。なお，HB02も，輪郭横幅 /基礎幅の比率は
0.15となり，輪郭の横幅を広く造る点は HB01と共通
する。
HB03は，正面を石垣に接しているため左側面を計
測した。基礎の幅が 27.2 cmと小さく，全高 /幅は 0.74，
側面高 /幅は 0.50となって，側面は低さを維持するも
のの，反花座の高さが増したぶん，全体の高さも増し
ている。反花座も中央複弁の両側の間弁を省略し，先
端も側面と同じ位置までせり出すが，付け根部分は
0.5 cmほどまだ内側にある。格狭間は三面に造るが，
正面と左側面は埋没して計測できず，右側面は花頭文
様を彫るが摩耗してよくわからない。県中東部に位置
する世羅町川尻の万年寺にあった天文 16（1547）年銘
の宝篋印塔の基礎は，反花座の先端を側面までせり出
させて，全高 /側面幅は 0.78となるが注 7)，県南部の三
原市久井町にある天正 6年銘（1578）の宝篋印塔も反
花座の先端を側面までせり出させて，全高 /側面幅は
0.79，側面高 /全高の比率も 0.53となることから，HB03
は 16世紀中頃か前半の基礎と推察される。
B①群にある HB04は，右側面を正面に向け，右側
面幅 26.5 cmと小型の基礎となるが，全高 /幅は 0.72，
側面高 /幅は 0.51，花頭形の比率は 0.51となり，HB02
に近い比率を示す。しかし，HB03と同じく反花座の
間弁を略し，側面の輪郭も内側を彫り下げず，太めの
線彫りのように造るなど簡略化が進み，格狭間は三面
にあるものの造りは劣る。反花座の先端が正面で
1.2 cm，隅角で 1.8 cm内側に入り込んでいることや，
全体の高さが抑え気味である点から HB03よりは古い
基礎となるが，幅が 30 cmに満たない小型塔であるこ
とから，室町期，15世紀の基礎と推察される。
HB05は，幅 22.2 cmと最も小型で，全高 /幅は
0.81，側面高 /幅は 0.56となり，理窓院の基礎のなか
反花座の中央に複弁一葉，その左右に間弁を配し，隅
にも複弁を造る県南と同じタイプで，格狭間も三面に
造るが，文様などはない。横幅は 35.0 cmあり，理窓
院の宝篋印塔のなかでは最大の大きさとなる。すべて
が完存していたら 115 cm前後，3尺 8寸ほどの高さを
もつ宝篋印塔となろう。基礎の比率は，全高 /幅が0.68，
側面高 /幅も 0.48となり，高さを抑えている点が注目
される。反花座の先端は側面隅の位置で 1.0 cm内側と
なり，格狭間の花頭文様の断面は中央がややふくらむ
ように周囲を彫り下げるが，中央部も輪郭面よりはや
や内側となる。花頭形は山形に左右に開き，中心から
内側の茨までの長さと中心から端までの長さの比率
（以下，花頭形の比率と略す）は 0.54となって左右の
円弧をやや端よりに造る。こうした比率や形態は，南
北朝期の基礎の比率の枠内（全高 /幅は 0.72以下，側
面高 /幅は 0.53以下，花頭形の比率は 1360年代まで
は 0.5以上）に収まり，形態的にもこの時代の特徴を
よく示す。この点から，HB01は，14世紀後半，ある
いは中頃の基礎となろう。全体としては京都系の技術
を受け継ぐ県南部の造りと共通するが，側面の輪郭の
横幅が南北朝期のものとしては幅広で，輪郭横幅 /基
礎幅の比率が 0.14もある。同時期の県南部の比率は
0.10～ 0.12なのであきらかに設計が異なるが，これは
石工集団の系統の違いによる地域的な特徴と推察され
る。輪郭を広幅にして，ここに墨で戒名や没年を記載
したのだろう。
HB02も，基礎の正面と右側面の下端，右側面の奥
側の隅を欠損する。この欠損状況を見ると，宝篋印塔
はもう少し高い位置にあったものが土砂ごと流れ落ち
て，現在の場所に置かれたとも考えられる。反花座を
中央に複弁一葉，その左右に間弁を配し，隅にも複弁
を造り，格狭間を三面に造る。反花座の先端は側面隅
の位置で 0.9 cm内側になる。基礎の横幅は 30 cmと少
し小ぶりにはなるが，5個残る基礎のうちでは最も良
い造りをしている。すべてが完存していたら 99 cm前
後，3尺 3寸ほどの高さになろう。格狭間の花頭文様
の断面は中央がわずかにふくらむように彫り下げる。
表 2
上部形態 全高 側面高 幅 輪郭上幅 輪郭下幅 輪郭横幅 格狭間 花頭形① 花頭形②
HB01 反花式 23.7 16.8 35.0 2.1 欠損 4.9 三面 6.11 11.42
HB02 反花式 22.0 15.6 30.0 2.3 3.0 4.6 三面 4.73  9.40
HB03 反花式 20.0 13.5 27.2 2.0 2.7 3.7 三面 計測不可 計測不可
HB04 反花式 19.0 13.5 26.5 1.7 1.6 3.0 三面 7.3 3.7
HB05 反花式 18.0 12.5 22.2 2.0 2.0 2.8 一面 判別不可 判別不可
男山 反花式 32.7 21.5 42.8 3.2 3.7 6.3 三面 6.9 12.8
＊単位は cm。　＊ HB03，HB04は正面が計測できないため右側面を計測した。
＊花頭形①は花頭形の中心から内側の茨まで，花頭形②は中心から端までの長さとなる。
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ろう。また，基礎 HB02は，応永 5年塔と比べるとや
や高さが抑制されているが，反花座の曲線や格狭間の
花頭形が同じ造りで，輪郭の上と横の幅の比率も同じ
であるなど類似点が多いことから，ほぼ同じ頃に同じ
石工集団によって製作されたと推察される。ただし，
HB02は，格狭間の円弧がやや中央よりにあることか
ら，応永 5年よりも若干時代は下るかもしれない。
こうしたことから，いま残る理窓院の宝篋印塔
は，14世紀後半か中頃に造塔された HB01（幅 35.0 
cm）を初めとして，HB02（幅 30.0 cm）→ HB04（幅
26.5 cm）→HB03（幅 27.2 cm）→HB05（幅 22.2 cm）
の順に造塔されたものとなり，時代が下るにしたがっ
て小型化していく様子がうかがえる。
A②群には，宝篋印塔の笠も 2個残る（写真 5）。こ
のうち笠 HK01は，上 6段下 2段からなる定型式で，
軒幅 33.0 cm，全高 27.5 cm，比率 0.83となり，県南
部では南北朝期の笠の比率に相当する。上部の各段形
の蹴込み部分もすべて垂直に造る点も南北朝期の特徴
をよく示す。ただし，隅飾りの上下の円弧（輪郭付き）
の付け根を県南部では主に段形の下から 2段目のとこ
ろに造るが，この笠は 2段目と 3段目の中間に造り，
隅飾りの下の円弧が大きい点に若干の手法の違いが見
られる。また，軒幅と隅飾りの間隔（11.0 cm）の比
率が 0.33と県南部の比率 0.4前後と比較するとやや
では最も高さがある。格狭間は一面のみで，花頭形は
摩耗してわからない。三原市久井町の天正 6年銘の全
高 /側面幅 0.79，側面高 /全高 0.53よりも高さはある
が，同市米山寺の慶長 3（1598）年銘の基礎の全高 / 
側面幅 0.84，側面高 /全高 0.53よりは低く，反花座の
傾斜も慶長 3年銘ほどきつくはない。この点から，
HB03よりは新しいが，16世紀末までは下がらず，16
世紀後半頃の基礎となろう。
ところで，理窓院から直線にして 460 mほど離れた
男山八幡宮にも宝篋印塔の基礎が 1つ残る（写真 3，表
1の「男山」参照）注 8)。基礎以外の部材は損失し，も
とから境内にあったものなのかもわからないが，基礎
の正面，左の輪郭に「逆修願衆八十八人」，右の輪郭に
「応永五年戊刁十月十日」の銘があり，一門の逆修と結
束を図るために造塔したものとなる。しかも，応永 5
（1398）年の銘があることから，この地域の宝篋印塔の
年代を考える上での基準塔となる基礎となる。上部は
中央に複弁一葉，その左右に間弁を配し，隅にも複弁
を造る反花座となり，格狭間も格狭間は輪郭付きで三
面にある。格狭間のない背面には三段にわたって上段
10名，中段 10名，下段数名（判読できず正確な人数
は不明）の造塔者とみられる者たちの法名が陰刻され
ている。男山八幡宮は，『書出帳』によれば「応永五戌
寅年，関東鶴ヶ岡より宍戸四郎左衛門朝家御勧請」と
伝え，宍戸家の信仰を集めてきた神社であり，宍戸氏
の本拠となる菊山に隣接する長男山に鎮座することか
ら，この者たちは宍戸家ゆかりのものたちで，背面に
名を陰刻したものたちは「逆修願衆八十八人」の代表
者なのであろう注 9)。基礎幅は 42.8 cmあり，宍戸領（甲
田町域）では最大の基礎となる。完存していたら
141 cm前後，4尺 7寸ほどの宝篋印塔になろう。近
隣の同時代の宝篋印塔としては，三次市三良坂の福善
寺にある正平 10（1355）年銘の宝篋印塔（基礎幅
48.2 cm），庄原市本町の宝蔵寺にある延文 4年（1359）
銘の宝篋印塔（基礎幅 48.0 cm）に次ぐ大きさのもの
で，他の部材が残存していないことが惜しまれる。全
高 /幅の比率は 0.76，側面高 /幅の比率は 0.50とな
り，県南部の南北朝期の基礎とくらべると反花座の高
さがわずかに増している。また，側面の上の輪郭幅が
3.2 cmに対して横の輪郭幅は 6.3 cmもあり，輪郭幅 / 
基礎幅の比率は 0.15となる。同時期の県南部の基礎と
比べると横幅を広く造るが，これは理窓院の基礎
HB01や HB02にも見られた特徴で，先述したように
この地域の特徴となる。
理窓院の基礎を，この男山八幡宮の応永 5年塔の基
礎と比較すると，基礎 HB01は，全体的に高さが抑え
られていることから，応永 5年よりも古く，さきに比
定したように 14世紀後半か中頃の基礎とみてよいだ 写真 5
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27.2 cm）が適合するが，笠のほうが新しい。もっと
も，笠の高さは地域的な違いもあるので，HB03と組
ならば，笠の時代は 16世紀中頃か前半まで溯るかもし
れない。なお，隅飾りの上下の円弧が交わる位置は，
HK01とは異なり，上部段形の 2段目に造り，その形
も県南部の笠と同じ造りになることから，南北朝期の
技法は継承されなかったらしい。
この笠の上に乗る相輪は，伏鉢から法輪の六輪目ま
で残し，上部を欠損する。請花の先端が剣先のように
尖り，九輪も線刻のような造りで，戦国期のものと推
察されるが，笠の露盤よりも伏鉢が大きく，別物とな
る。ただし，残欠群のなかにこの相輪と合う笠が見当
たらない。このことは，現在は埋没するなどして存在
のわからない HK02よりもう少し大きい笠が存在し
たことを示唆するもので，これと合う基礎もないこと
から，もともとの宝篋印塔の数は確認できる 5基より
もさらに多かったと考えられる。
このほか，A群①群に五輪塔の地輪がわりとなる宝
篋印塔の塔身 HT02 がある。高さ 18.7 cm，横幅
19.5 cmとなり，四面に金剛界四仏を彫るが，HT01
よりも稚拙なものとなる。
三　五輪塔
理窓院の石塔群のなかで多くを占めるのは五輪塔で
ある。残欠の部材で数えても 29基を数え，宝篋印塔の
5.8倍となる。このうち 25個ある火輪の軒幅を計測す
ると（表 3），最大は 29.5 cm（GK02），最小は 18.7 cm
（GK12），平均は 24.0 cmとなる。その内訳は，18.6 cm
から 0.6 cm単位で整理すると 18.6～ 19.2 cm 1個，
21.4 cm～ 22.0 cm 4個，22.1～ 22.7 cm 3個，22.8～
23.4 cm 1 個，23.5 ～ 24.1 cm 4 個，24.2 ～ 24.8 cm 
6個，24.9～ 25.5 cm 2個，25.6～ 26.2 cm 2個，26.3
～ 26.9 cm 1個，27.0～ 27.6 cm 1個となり，22 cm前
後のものと 24 cm台のものに大きく 2つに分かれる。
県南部の調査では，南北朝期の火輪は 28 cmを越える
ものが多く，それ以後は小型化が進み，大きく 22 cm
前後，24 cm前後，26 cm前後に分布するが注 10)，理窓
院の五輪塔も同じような傾向を見せる。その形から見
て南北朝期に溯る五輪塔は存在しないが，B①群の右
端にある火輪（GK16。軒幅 26.0 cm）は，全高 /幅の
比率が 0.62と低く，その形態から見て室町期に溯る
（写真 7）。その下のバンを陰刻する壺型の水輪GS01も
やや高さがあるが室町中期頃と見てよいだろう。
これに対し，宍戸元源墓とされる五輪塔の火輪
GK24は軒幅 24.2 cmしかなく，GK16よりも小型で，
規格サイズともいうべき 24 cmであることや軒の形
態から戦国期後半頃の火輪と推察される（写真 7）。天
文 13（1544）年 4月までは生存が確認される宍戸元源
狭いが，これは隅飾りの下端幅が県南部と比較して大
きいことに因るもので，県中東部の世羅町万福寺跡に
ある正平 12（1357）年の笠の比率 0.35，同普光寺にあ
る正平 13年の笠の比率 0.31，福山市実蔵坊にある永和
4（1378）の笠の比率 0.33に近い。あるいは，この地
域の石工集団と何らかのつながりがあるのかもしれな
い。笠の軒幅は 33.0 cm，最下端幅は 20.0 cmとなる。
ばらけているので，本来の組み合わせはわからないが，
基礎 HB1の横幅が 35.0 cm，上端が 21 cmあり，基礎
HB2の横幅が 30.0 cm，上端が 18 cmであることから
すれば，基礎 HB01と組む可能性が高い。
笠 HK01の横にある塔身 HT01は，四面に大きく金
剛界四仏を陰刻し，高さ 18.7 cm，横幅 19.0 cmとなる
ことから，HB01・HK01と組になる塔身かもしれない。
また，近くにある相輪（伏鉢・下部請花と八輪目まで
残し上部は欠損。残存部の全高は 36.7 cm。写真 6）は，
HK01，HT1と石材が類似し，県南の基準からすると
HB01よりも時代がやや下ると推察されるが，地域性
も考えられることから，あるいは組になるものかもし
れない。
HK01の奥に置かれている笠 HK02は，隅飾り部分
が一箇所欠損している。上 5段下 2段からなり，上部
の各段形の蹴込み部分は上 2段のみ垂直に造るが下 3
段は内側に食い込む。軒幅は 27.0 cm，全高は 25.0 cm
あり，比率 0.93となって高さが増し，軒厚（4.5 cm）/ 
軒幅は 0.17となって軒も厚い。先述した三原市久井町
の天正 6年銘（1578）の宝篋印塔の笠の比率は 0.88，
軒厚 /軒幅は 0.11となり，三原市米山寺にある慶長 3
（1598）年銘の宝篋印塔の笠の比率は 0.93，軒厚 /軒幅
は 0.13となることから，比率的には 16世紀後半から
末頃の笠となる。この場合，組となる基礎は HB05が
時代的には近いが，HB05は幅が 22.2 cmしかないので
HK02とは合わない。この時期の笠軒幅 /基礎幅の比
率は1.01～1.02となって笠の軒幅と基礎幅がほぼ同一
となることから，大きさとしては HB03（基礎幅
写真 6
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崗岩（御影石）にも類似し，枘を設けない技法も六甲
花崗岩の五輪塔と共通する。同様の技法の五輪塔は，
広島県では瀬戸内海沿岸部の竹原市吉名町曽井にある
南北朝期と推察される五輪塔などごく一部にしか見ら
れないが，戦国期から近世初頭にかけて県北東部で多
数製作された小型の結晶質石灰岩製の五輪塔の水輪は
枘を造らないから，これを模倣した可能性もある。い
ずれにしても在地周辺の石材で製作された五輪塔では
ないことから，何か特別の理由で搬入したのかもしれ
ない。
の墓としても時代的には合わなくもないが注 11)，宍戸
クラスの領主層の墓とするには小型であり，芸備の領
主層は宝篋印塔を造塔していたことからすると，この
伝承は後世に作られた誤伝か，没後に供養塔として造
塔されたものとなる。土地の武将の石塔伝承を記載す
ることが多い『書出帳』にも「宍戸元源墓」の記載は
ないことから，この伝承はかなり新しいものになるの
かもしれない。ちなみに，元源の没年と年代的にあう
宝篋印塔は，この五輪塔の前に埋もれる基礎 HB05と
なる。なお，『甲田町誌』は，この五輪塔と横にある小
型五輪塔をあわせて「宍戸元源夫妻の墓」と記すが，
確証があるわけではない。
それよりも伝宍戸元源墓の手前にある五輪塔の火輪
GK23と水輪が注目される（写真 7）。GK24より新し
い五輪塔と推察され，やや粗粒の花崗岩で淡いピンク
色のカリ長石が前面に分布し，黒雲母は 3 mm以下の
ものが多く，他の宝篋印塔や五輪塔とはあきらかに石
材が異なる。また，水輪の上部を平らにして枘を造ら
ず，火輪にも枘穴を設けない。これは県内にある五輪
塔とは明らかに異なる技法である。石材の帯磁率を測
定していないので断定はできないが，目視では六甲花
写真 7
表 3　　単位 cm
A①群 GK01 24.2
A①群 GK02 29.5
A①群 GK03 23.8
A①群 Gk04 24.0
A①群 GK05 22.7
A①群 GK06 24.2
A①群 GK07 22.3
A①群 GK08 25.0
A①群 GK09 21.5
A①群 GK10 21.5
A②群 GK11 27.0
A②群 GK12 18.7
A③群 GK13 26.0
A③群 GK14 22.7
A③群 GK15 21.5
B①群 GK16 26.0
B①群 GK17 24.5
B①群 GK18 25.2
B①群 GK19 24.2
B①群 GK20 24.0
B①群 GK21 24.5
B①群 GK22 24.0
B①群 GK23 26.7
B②群 GK24 24.2
B②群 GK25 21.7
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ない。しかし，宝篋印塔よりも小型の五輪塔が多いこ
とから見て，宍戸家の当主は県南の領主たちと同じく
宝篋印塔を造塔していたと考えてよいだろう。
それではこうした石塔群の存在から何がわかるのだ
ろうか。はじめに記したように，理窓院の寺伝に拠れ
ば，この土地に宍戸元源が寺を創建したのは，戦国期
の永禄元年（1558）となる。しかし，これまで検討し
てきたように，石塔群のなかには，南北朝期の中頃か
後半に溯る宝篋印塔の基礎や笠，室町期に溯る五輪塔
の火輪が存在し，すでにこの頃から宝篋印塔や五輪塔
が造塔されていたことが確認できる。このことは，こ
の一画には宍戸元源が寺を創建する前から，墓所が祀
られ，宍戸家ゆかりの寺院があったことを物語る。
ならば，この寺はいったい誰が建てた寺なのか。実
は，宍戸家は伝来文書が少なく，その系譜もはっきり
しない。元禄 16（1703）年，宍戸家当主の就宗の命
により等々力正識が著したという『宍戸記』によれば，
源義朝の落胤ともいう八田知家を祖とし，四男の家政
が常陸国宍戸庄に定住して宍戸を称したと伝え，南北
朝期の建武元（1334）年に朝家が安芸国高田郡上甲立
郷にある菊山に移住して安芸宍戸の祖となったとされ
る注 13)。さきの元源は，朝家から数えて七代目となる
が，『宍戸記』によれば，元源の父元家は，実は常陸国
の宍戸時宗の次男とされ，安芸の宍戸興家が暗愚で
あったことから，家臣に乞われて文明 10（1478）年
に安芸の宍戸の本家を継いだと伝える。このため，系
譜では，安芸の宍戸家は，興家と元家のところで一度
切れていることになり，興家までを「先方ノ宍戸」と
称したことから，元家からあとを「後の宍戸」と呼ぶ
こともある。
しかし，こうした系譜を裏付ける一次史料は存在せ
ず，系譜上に記載される宍戸家当主と，数少ない史料
に登場する人物の実名も一致しない。ここから，宍戸
家の系譜には長く疑義がもたれていたが，近年，その
背景を探った吉野健志氏は，室町期までの系譜は常陸
の宍戸系図をもとに創作した可能性があり，史料で確
認できる安芸の宍戸家は，駿河守・筑後守を名乗り
「朝」を通字とする宍戸家と，安芸守を名乗り「家」を
通字とする宍戸家の二系統の宍戸家が存在することを
つきとめた。さらに，駿河守系宍戸家の持朝は将軍足
利義持の偏諱を受け，その子の弘朝は大内教弘の偏諱
を受けたと思われることから，駿河守系宍戸家が惣領
家にあたると指摘した。また，駿河守系宍戸家は大内
方に，安芸守系宍戸家は細川京兆家と結びついて，と
きに協調しながらも，大内家と細川家という巨大勢力
の対立のなかで対抗していたことも明らかにされ注 14)，
宍戸家の研究は大きく進展することになった。15世紀
後半，駿河守系宍戸家の本拠は，元木山の五龍城であっ
四　石塔と文献から読み解く宍戸家の歴史
ここまで検討したように，理窓院には，宍戸家が常
陸から安芸に西遷したとされる南北朝期，14世紀中頃
から後半頃に最初の石塔として安芸宍戸家の初代に関
わる宝篋印塔が造塔され，以後，初代の塔の大きさを
超えないように戦国末期まで代々宝篋印塔が造塔され
た。同型もしくは同型に近いものは存在しないから，
この宝篋印塔は，宍戸家 5代あるいは 6～ 7代の墓塔
か供養塔となろう。当主クラスのものが宝篋印塔を造
塔する動きは，県南部の小早川家や平賀家，県北東部
の宮家をはじめ，山口県南部の陶家がそれぞれ花崗岩・
石灰岩・安山岩と素材は異なるものの宝篋印塔を代々
造塔し，信仰してきた動きと共通する。また，同じ花
崗岩でも宍戸領の花崗岩は，県南の花崗岩と違ってピ
ンク色のカリ長石の含有量が少なく，石材も異なる。
現時点で石材の産出地までは特定できないが，近くを
流れる江の川（可愛川）の下流にあたる高宮町周辺は
花崗岩地帯であることから，このあたりの石を使用し
たのかもしれない。また，技法面でも，県南の基礎は
時代が下るなかで輪郭の横幅を広げていくのに対し，
宍戸領の基礎は南北朝期から幅が広い。また，県南の
基礎は，27.8 cm（三原市今井谷石塔群），27.5 cm（竹
原市青田山石塔群），24.2 cm（東広島市慶寿院）クラ
スの小型塔であっても反花座に間弁を彫るが，理窓院
にある 30 cm未満の基礎は間弁を略してしまう。笠に
ついても，隅飾りの上下の円弧の交わる位置を上部段
形の 2段目と 3段目の中間に造り，下の円弧を大きく
造る。こうした特徴から，宍戸領の宝篋印塔を製作し
た石工集団は，県南の石工集団とは共通の技法を受け
継ぎながらも，異なる系統の集団であったと考えられ
る。ただし，彼らの活動場所などは全くわからない。
近隣の三次市吉舎町の伝安田氏墓地や同市甲奴町にあ
る室町初期の宝篋印塔の基礎の造りは県南と共通する
から，その活動範囲はそう広くはないように思われる
が，この点に関しては調査範囲を広げるなかで明らか
にしていきたい。
つぎに，五輪塔は，宝篋印塔が少なくとも 2～ 3基
建ったのちに造塔されたらしい。五輪塔は確認される
だけでも 29基は造塔されたが，一部の室町期の五輪塔
を除けば，ほとんどの五輪塔は戦国期かそれ以降のも
のとなる。したがって，宝篋印塔と併行して造塔され
たものではなく，戦国期以降から数を増やしていった
もので，宝篋印塔と五輪塔では造塔のあり方に違いが
見られる。県南の小早川領では，宝篋印塔を造塔する
ものは小早川家当主か一門にほぼ限られ，五輪塔を造
塔するものは家臣団層という差別化がある程度なされ
ていたが注 12)，宍戸領にもこれが該当するかは明確では
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致すべしと命じられ，毛利豊元が「朝敵宍戸駿河守被
官楯籠芸州入江城已下攻落」したときも，毛利に「合
力」して参陣していたのだろう注 16)。
こうした点から推察すると，粟屋と秋町が除外され
たのは，ここが安芸守系宍戸家の所領だったからでは
ないかと考えられる。これを裏付ける史料は残念なが
ら存在しないが，さきに紹介した文政 2（1819）年の
『書出帳』によれば，理窓院は，もともと粟屋の「大毘
羅の壇」にあったが，安芸守系の完戸元源が現在の土
地に移転させたという伝承をもつ。「大毘羅の壇」がど
こをさすのか判然としないが，大毘羅とは現在の粟屋
町の山間部にある「大平」と推察され，寺が移転した
あと大きな平壇になったことから，江戸時代に「大毘
羅の壇」と呼ばれるようになったのだろう。その大平
集落の東側に平家が城という城跡がある。城主などは
不明だが，最高所（標高 305 m，比高 120 m）のⅠ郭
を中心に南東と北西にかけて 200 mほどの間に郭が
連なり，また北北東 100 mほどのところにあるⅡ郭を
へて更に 150 mほどにわたって尾根上に郭が連なるな
ど，比較的大きな城跡となる注 17)。安芸守系宍戸家の
居城は，菊山にある柳ヶ城とする説も提起されている
が注 18)，菩提寺や氏神を祀る菊山は駿河守系宍戸家の本
拠となるため，この可能性は低いだろう。むしろ，こ
の平家が城こそが安芸守系宍戸家の居城だったのでは
ないだろうか。
その後，惣領家の駿河守系宍戸家は，明応 7年
（1498）年春，細川方の被官と推察される三村左衛門
尉らに「五龍城」を攻め落とされて宍戸宮内少輔が「討
死」注 19)，さらに五龍城の北に位置する深瀬の岩屋城を
守る父の宍戸筑後守も大内義興からの十分な支援を得
られず，滅亡したらしい注 20)。以後，駿河守系宍戸家の
本領は安芸守系宍戸家の所領として再編成され，五龍
城はその本城となり，岩屋城も安芸守系宍戸家の城と
なって，のちに宍戸元源の弟隆兼の城となった。これ
にともない，安芸守系宍戸家は，惣領家の菩提寺であっ
た菊山の寺や神社も掌握し，それを自らの菩提寺や氏
神に改めて正統性を主張したのだろう。その後，天文
10年代以降に没した宍戸元源の菩提を弔うため，寺伝
にあるように元源の諱から「一叟院」と改めたと考え
られる。理窓院に残る石塔は，こうした宍戸家の歴史
を物語る貴重な歴史資料となる。
五　石灰岩製宝篋印塔の登場
宍戸領の東北に位置する三次市・庄原市，また神石
高原町では戦国期になると花崗岩と併存するように結
晶質石灰岩を素材とした宝篋印塔も製作される。とく
に庄原市の東部や神石高原町から高梁川流域をはじめ
とする岡山県西部にかけては石灰岩の産出地でもある
たが，この城は，常陸から安芸に西遷した宍戸が最初
に拠ったと伝える菊山の柳ヶ城からは，本村川を挟ん
で距離にして 700 mほど向かい合う場所にあり（地図
1），系譜では，柳ヶ城からのちに五龍城に移ったと伝
える。理窓院は，この柳ヶ城と同じ菊山の北東 400 m
ほどの場所にあり，南北朝期から宝篋印塔が建ちなら
ぶなど，当時から寺があったことをうかがわせる。ま
た，理窓院から北東 470 mほどに鎮座する男山八幡宮
にも宍戸一門の逆修を願った南北朝期の宝篋印塔が残
る。こうしたことから，菊山周辺はもともと惣領家の
駿河守系宍戸家の本拠であったと推察され，理窓院に
残る南北朝から室町初期にかけての宝篋印塔（HB01・
HB02・HB04）や室町期の五輪塔は，駿河守系宍戸家
に関わる石塔と考えてよいだろう。南北朝期に常陸か
ら安芸に西遷した駿河守系宍戸家は，柳ヶ城に本拠を
構え，その北東に寺を建て，さらにその北東に神社を
創建して城の鬼門を守らせたのではないだろうか。そ
の後，川向こうの五龍城に本拠を移したと考えられる。
その領域は明らかではないが，吉野氏が指摘したよう
に，『書出帳』に記載される男山八幡宮の祭祀圏とな
る「上甲立，下甲立，深瀬，秋町，粟屋，船木，房後，
佐々部，羽佐竹，来女木，原田，浅塚，田原，糘地」，
現在の安芸高田市甲田町から高宮町，さらに三次市秋
町・粟屋町にかけての地域が宍戸の領域だったのだ
ろう。
それでは，庶家ながら惣領家に対抗する勢力をもっ
た安芸守系宍戸家の本拠は，どこになるのか。吉野氏
が明らかにされたように，駿河守系宍戸家と安芸守系
宍戸家はしばしば対立を繰り返し，応仁・文明の乱で
は，駿河守系宍戸家は西軍＝大内方に属し，安芸守系
宍戸家は細川京兆家の被官として東軍方に属した。こ
うしたなか，当時，宍戸氏と入江保（吉田町）をめぐっ
て対立していた東軍方の毛利豊元は，幕府に働きかけ
をして，文明 2（1470）年 6月 3日付けで宍戸家の
本領を闕所扱いにして獲得することに成功する。もと
より実効支配を実現するためには西軍方の宍戸家を倒
さねばならなかったが，このとき毛利豊元に宛てた幕
府の奉行人奉書によれば「安芸国宍戸駿河守跡但除秋
町粟屋町事，被充行畢」とあり，秋町と粟屋が除外さ
れている注 15)。この秋町と粟屋は，現在の三次市にあた
るが，中近世は高田郡に属し，秋町は近代に甲立村に
属した時期もあるなど，宍戸領から見れば北東端に位
置する土地だった（地図 3）。もともと宍戸領であった
この 2箇所がなぜここで除外されたのか，この文書だ
けではわからないが，このとき安芸守系宍戸家は，本
家とは別行動をとり，毛利家と共に東軍方で行動して
いた。宍戸領が毛利豊元に与えられた時も，管領細川
勝元から「弓矢」に及ぶ時は毛利に「合力」し「忠節」
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の基礎となり，上部は単葉四葉となる。同じ様式の基
礎は，備中町の北西に位置する広島県庄原市西城町浄
久寺の伝宮家墓所などにもあり，浄久寺の宝篋印塔は
塔身に地蔵など陽刻する（写真 8）。また笠の下部も基
礎の反花座と対応するように繰形に造り，単葉を刻出
するほか，相輪も九輪を造らず，請花の上に五輪塔の
空輪のようなものを乗せた異形な姿をしている。
こうした基礎の反花座を単葉にして，笠の下部にも
単葉を造る宝篋印塔は，広島県内では庄原市・三次市・
府中市などでも登場するが，安芸高田市甲田町の天叟
寺跡にも 2基存在する（写真 9）。天叟寺は，毛利元就
の娘を正室に迎え，毛利一門としての地位を確立した
宍戸隆家が創建したと伝える寺跡で，宝篋印塔は奥の
高台に並び建つように存在する。向かって右側の宝篋
ことから，鎌倉末期から江戸初期にかけて多くの石灰
岩製の宝篋印塔や五輪塔が造塔された。その初見は，
現在のところ岡山県高梁市落合町の文永 3（1266）年
銘の宝篋印塔とされるが注 21)，広く見られるのは，岡山
県総社市清音柿木の嘉暦 3（1328）年銘の宝篋印塔，岡
山県高梁市備中町の延文 2（1357）年銘の宝篋印塔あ
たりからで，高梁川流域の岡山側（備中国）から製作
が始まったと推察される。当初は基礎の上部を二段に
造り，花崗岩製の宝篋印塔を模倣した形態をもってい
たが注 22)，時代が下るなかで個性的な形態をもつように
なる。とくに 16世紀になると，基礎の上部を繰形にし
て単葉の反花を線刻するものが現れる。現在のところ
紀年銘のある初見は，岡山県高梁市備中町平川の観音
寺にある天正 2（1574）年銘（「天正□戌 /□四月五□）
地図 3　国土地理院ウェブサイトより転載。一部地名を記入。
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下部は基礎の反花座と対応するように単弁五葉を線刻
する。相輪は，庄原市西城町浄久寺の伝宮家墓所の宝
篋印塔と同じく，九厘を造らず，請花の上に五輪塔の
空輪のようなものを乗せ，伏鉢と空輪部にも種子を陰
刻する。
また，この塔から 4.4 mほど離れて建つ宝篋印塔
H02は，繰形の基壇を備え，H01とほぼ同型となるが，
基礎は全高 29.0 cm，基礎側面の高さ 22.0 cm，側面幅
30.5 cmとなって H01よりやや大きく，全高，側面と
もに高さが増している。格狭間を造らず四面に種子を
陰刻し，基礎の反花座は，単弁五葉を線刻する。塔身
は，高さ 26.0 cm，幅 20.5 cmとなり，H01より高さは
あるが幅は若干狭い。四面にバンなどの金剛界四仏を
陰刻する点は H01と同じである。笠は，軒幅上端
29.3 cm，下端幅 27.2 cm，全高 31.5 cmで，上部は 5
段に造るが，下部は基礎の反花座と対応するように単
弁五葉を線刻する。笠の軒幅はH01と同じだが，2.5 cm
ほど高さがある。一方，上段は 5段となって H01の笠
より 1段分略されている。相輪は，H01と同じタイプ
のようだが，空輪のような部分しか残っていない。
このように，H01と H02は，笠の段形を除けばほぼ
同型となるが，H01より H02のほうが各部の高さが
3.0 cmから 2.5 cmほど増しているため，全体の塔の高
さも相輪部が残っていれば 12 cmほど高かったと推察
される。H02は紀年銘がないため造塔の年代はわから
印塔 H01は，繰形の基壇を備え，基礎は全高 26.0 cm，
基礎側面の高さ 21.0 cm，側面幅 29.0 cm，格狭間を造
らず四面に種子を陰刻し，アンの両脇に「「天叟覚隆大
居士」「文禄二□二月五日」と陰刻する（写真 10）。天
叟覚隆とは，宍戸隆家の法号で，隆家は「甲立郷天叟
寺に葬」ったと伝えることから注 23)，この石塔が宍戸隆
家の墓塔となるようだ。基礎の反花座は，単弁五葉を
線刻し，塔身は，高さ 23.0 cm，幅 21.5 cmとなり，種
子を陰刻する。笠は，軒幅上端29.3 cm，下端幅28.0 cm，
全高 29.0 cm（各部合計値）で，上部は 6段に造るが，
写真 8 写真 9
写真 10
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塔されるなど，このあたりで石灰岩製宝篋印塔を造塔
する動きが確認できる。しかも，志和町の宝篋印塔は，
基礎と塔身に種子を陰刻し，2基を少し離して建てる
など，伝宍戸隆家夫妻と同じタイプとなるから，何か
関連があるのかもしれない。なお，志和町は当時，毛
利家臣の天野元明の領域となるが，その弟の元嘉は，
庄原市西城町の領主で石灰岩製宝篋印塔を代々造塔し
てきた宮家が天正 19（1591）年に出雲国に国替となっ
たあと，この地の領主となった人物であることからす
ると，父か兄弟の供養のために庄原方面の石灰岩を
使って宝篋印塔を造塔したのかもしれない。
それにしても，中世後期を通して花崗岩を素材とし
て宝篋印塔や五輪塔を造塔してきた宍戸家は，なぜ 16
世紀末の時点で石灰岩を素材とした宝篋印塔を造塔し
たのだろうか。この点に関してはいまだ解明途中だが，
石灰岩は硬質な花崗岩と比べて加工しやすく，磨けば
白く輝いて荘厳な趣をもつ。一方，戦国期になると石
工の技倆が劣化し，理窓院にある花崗岩製の宝篋印塔
も小型化して稚拙化する。こうしたなか，毛利元就の
娘を妻として毛利一門としての地位を確立した宍戸家
は，自家にふさわしい大きな石塔を造塔しようと，加
工しやすい庄原方面の石灰岩に着目したのではないだ
ろうか。そこで注目されるのが毛利領国における宍戸
の役割である。宍戸隆家は，毛利領国下では，母の実
家でもある備後の山内氏（庄原市本郷）と盟約関係に
あり，毛利と山内の起請文に加判するほか，毛利から
山内への知行宛行や山内から毛利への給地要求（「愁
訴」）を取り次ぐなど強い絆で結ばれていた注 26)。また，
山内氏・多賀山氏・三澤氏など備後北部や奥出雲の国
衆たちを「御一手衆」として軍事指揮下に編成した注 27)。
それ故に領主としての視点は安芸南部よりも備後北部
に向いていたと考えられる。こうした領主のありかた
が，石塔を建てる時に，これまでの花崗岩製の宝篋印
塔ではなく，備後北部に多い石灰岩製の宝篋印塔を選
択するきっかけになったのではないだろうか。宍戸家
と石灰岩製の宝篋印塔とのつながりは，石塔から領主
層を考えるひとつの論点になると考える。このため，
この問題は石灰岩製の宝篋印塔の広がりのなかでさら
に追究していきたい。
おわりに
石塔は，その素材の特性から長く原型を保ちやすく，
また重量があることから原位置に残るものが多い。こ
のため，文献史料が少ない，あるいは皆無の地域にあっ
ても，石塔があれば歴史を読み解くことが可能となる。
たとえそれが残欠であっても，それが南北朝期の宝篋
印塔なのか，あるいは戦国期の五輪塔なのか，その違
いを明確にするだけでも，そこから描かれる地域の歴
ないが，各部の比率が増していることから見て，H01
よりわずかに遅れて製作されたものかもしれない。
この 2基の宝篋印塔に関しては，『書出帳』にも「大
石塔」として「隆家公御夫婦の御墓にて法号年月碑石
に御座候」とあり，石塔には「天叟覚隆大居士　文禄
二年巳二月五日，椿窓寿久禅定尼　文禄三年三月二日」
の法名があると記載される。また「今に至る迄，御年
忌の節御代参も有之，近世石燈籠等御寄附，当村内よ
り花表建調仕候」とも記され，慶長 5（1600）年の関ヶ
原の合戦後，宍戸が毛利と共に防長に移封されたのち
も墓参がなされ，村でも鳥居を建てて祀ったとあり，
墓所には石灯籠やその下段には鳥居の一部も残る。た
だし，石塔にあるという法名・年月日は，H01には確
認できるが，妻とされる人物の墓塔とされる宝篋印塔
には，法名や年月日を確認できない。隆家の正室（毛
利元就娘）は天正元年（1573）に没しているので，こ
れは側室（石見繁継姉。法名椿窓寿太）の墓とされる
が，側室も天正 19年（1591）に没し，「甲立郷天叟寺」
に葬られたと伝えられ，宝篋印塔の年代とあわな
い注 24)。文化 12年（1815）に宍戸一族の末裔である末
兼忠影が毛利家の古跡と先祖の地である安芸国高田郡
内を尋ねた時の紀行記となる『弔古誌』（山口県文書館
蔵）にも「御法名椿窓寿久禅定尼トアリ」と記載され
ていることから，19世紀前半には確かに法名の記載は
あったようだ。しかし，その『弔古誌』によれば「天
明戊申周良公ノ記ニ，御奥様ノ分法名見エズ」ともあ
り，27年前の天明 8（1788）年の時点では記載はなかっ
たようなので，この法名は側室が天叟寺に葬られたこ
とをもとに，その後に浅く追刻されたか，あるいは墨
書された可能性が高い。それ故に現在は確認できなく
なってしまったのだろう注25)。側室の没年と異なること
や隆家の墓塔より全体的に大きいことから見ても妻の
墓というのは誤伝となるが，隆家塔との関わりや，な
ぜ少し離して建てたのか，そのあたりに関しては不明
というほかない。あるいは，隆家の一周忌に供養塔と
して造塔したのかもしれない。
石材の産地や石工に関してもわからないが，甲田町
周辺には同規模の石灰岩の石塔が存在せず，石灰岩も
採取できないことから，この宝篋印塔は，石灰岩が多
く採取できる庄原方面で製作され，西城川～馬洗川～
江の川（可愛川）の水運によって搬入された可能性が
高い。
また，文禄 2年に甲田町で石灰岩製の比較的大きな
宝篋印塔が造塔されると，3年後の文禄 5（1596）年に
三次市甲奴町の吉田寺跡にも石灰岩製で塔身に仏容を
陽刻する宝篋印塔が造塔される。さらに，安芸高田市
の南に隣接する東広島市の志和町でも 3年後の慶長 4
年（1599）に同型同大の 2基の石灰岩製宝篋印塔が造
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岩製宝篋印塔を模倣して製作されたが，戦国期になる
と，基礎の上部と笠の下部を繰形にして単弁を刻出も
しくは線刻とする宝篋印塔が庄原市西城町の浄久寺，
府中市上下町の長福寺などに登場し，16世紀末になる
と本稿で検討した安芸高田市甲田町の天叟院跡や三次
市甲奴町の吉田寺跡，東広島市志和町の浄源寺などに
もあいついで造塔されていく。この結果，これまで花
崗岩で石塔を製作していた地域にも加工しやすい石灰
岩の石塔が浸透していく。
ところが，甲田町から妻坂峠を越えた吉田町にはい
ると，南北朝期や室町期に溯る石塔は，花崗岩・石灰
岩を問わず皆無となり，それはさらに東側の北広島町
（旧山県郡）にまで及ぶ。この二つの地域は，中世後期
は高橋家や毛利家，吉川家の領域となるが，県南や県
北東部とはあきらかに異なる様相を示す。少なくとも
高橋家，毛利家，吉川家といった中世武士団は，県南
の小早川家，平賀家や県北部や北東部の宍戸家，和智
家，山内家，宮家といった武士団とは石塔に対する認
識が異なっていたことは確かだろう。もとより毛利領
では花崗岩が産出しないという理由も考えられるが，
花崗岩が産出する吉川領でも石塔を建てないことから
すると注 28)，理由は単なる地質の問題にとどまらない。
石塔のかわりに木の卒塔婆を建てた可能性までは否定
しないが，いずれにしても石塔造塔に関する認識の違
いは明瞭である。それがどこからくるのか，この点は
いまだ未解明だが，ここでは県北では宍戸領が石塔を
建てる境界であったことを指摘して，今後の課題にし
ておこう。
ただし，16世紀後半以降になると，これまで石塔を
造塔しなかった毛利領や吉川領内でも花崗岩による小
型の五輪塔や宝篋印塔を建て始める。これと連動する
ように 16世紀末頃になると小型の石灰岩製の宝篋印
塔や五輪塔を建てる動きもあらわれる。なかでも注目
されるのが江の川流域に位置する吉田町福原にある伝
福原氏墓所や吉田町桂にある伝桂墓所，また吉田町国
司に残る石灰岩製の宝篋印塔や五輪塔の残欠群であ
る。伝福原墓所や伝桂墓所にある宝篋印塔の塔身には
両手を合わせた仏容が陽刻されているが，これは主に
庄原から岡山県高梁市方面にかけて見られる塔身の特
徴である。なかでも伝桂墓所にある塔身の仏容は，直
線距離にして 58 km離れた庄原市西城町八鳥にある宝
篋印塔の塔身に陽刻される仏容とよく似ている（写真
11）。また伝国司墓所にある石灰岩製の五輪塔の空風輪
も高梁市などに多く見られる形となる。こうした石灰
岩製の小型の石塔は，さきの宍戸隆家の宝篋印塔と同
じく，庄原方面で製作されて西城川～馬洗川～江の川
（可愛川）の水運によって安芸高田まで搬入されたのだ
ろう。なお，地元では伝桂墓所は，毛利家宿老の桂広
史は異なってこよう。近年の歴史学において石塔研究
が注目されはじめたのも，こうした石塔のもつ特徴と
多様性が認知されはじめたからである。このため，石
塔調査では，美術的な価値を問わず，残欠を含めた石
塔の種類や個数，大きさや材質などの基本的な情報を
把握する地道な作業が何よりも大切な作業となる。と
ころが，こうした残欠は，これまで価値のないものと
見過ごされてきたため，本稿で検討した安芸高田市甲
田町の理窓院の石塔群も市内有数の石塔群であるにも
かかわらず，文化財指定から漏れて人知れず存在して
きた。しかし，この石塔群の存在によって，戦国期に
宍戸元源が寺を創建する以前から，この地に宝篋印塔
や五輪塔が造塔され，宍戸家の惣領家となる駿河守宍
戸家と深く関わる寺があったことが見えてきた。また，
これに関連して惣領家を倒した安芸守系宍戸家の本拠
も明らかにできた。このように，理窓院の石塔群は，
史料が乏しい完戸家の歴史や土地の歴史を解明する重
要な手かがりを与えてくれる貴重な歴史資料となる。
また，広島県（安芸・備後）の石塔の分布や特徴を
考える上でも理窓院の石塔群は重要な存在となる。ま
ず，広島県の北部は，石塔が多く建てられた南部と比
べると石塔が少ない地域となるが，それでも県北の庄
原市東部から三次市にかけては花崗岩製の石塔が鎌倉
末期頃から造塔されてきた。三次市布野町の松雲寺に
は元亨 2（1322）年銘の大型の五輪塔があり，同市三
良坂町の福善寺には正平 10（1355）年銘の宝篋印塔，
庄原市本町の宝蔵寺には延文 4（1359）年銘の宝篋印
塔がある。理窓院の基礎 HB01は，これらに続く宝篋
印塔となり，男山八幡宮の基礎や理窓院の基礎 HB02，
また三次市吉舎町の伝安田氏墓所にある宝篋印塔や同
市上田町の宝篋印塔などがこれに続く。ただし，同じ
宝篋印塔でも，三次市福善寺や庄原市宝蔵寺の宝篋印
塔は南北朝期のものとしては基礎の高さがやや高く，
福善寺の格狭間の花頭形は中央上部を山形に造らない
など，他地域とは異なる比率や技法が見られる。これ
に対し，男山八幡宮や理窓院の基礎は県南部の基礎と
共通する技法で製作されているが，側面横の輪郭幅を
広めに造ることや笠の隅飾りの下の円弧を大きく造る
などの微妙な違いが見られる。こうした点から，庄原・
三次・甲田町の石工集団はいずれも異なる集団と推察
される。ただし，いずれも花崗岩で石塔を製作する点
では共通した集団となる。
こうしたなか，岡山県（旧備中国）側の高梁川流域
から製作が始まった結晶質石灰岩の宝篋印塔が室町期
になると広島県東部（旧備後国）の府中市や世羅町（旧
大田荘），庄原市西城町，神石高原町といった地域にも
広がりはじめる。これらも当初は，基礎の上部を花崗
岩製の宝篋印塔と同じように二段式に造るなど，花崗
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澄の墓とれているが，広澄は，永禄 12（1569）年に 70
歳で没した元澄の父に当たるから，宝篋印塔の年代と
はあわない。おそらくこれらの石塔は，毛利家の防長
移封の直前か，あるいはそれ以降に在地に残った一門
が造塔したものと推察される。いずれにしてもこの塔
身は，庄原方面と安芸高田（毛利領）との物流を物語
る貴重な歴史資料となる。
このように，石塔は完存せずとも残欠があれば，そ
こから地域の歴史を読み解ける。もとよりすべてが解
明されたわけではないが，残された課題は，今後さら
に調査を進めるなかで明らかにしていきたい。
なお，本稿に関する安芸高田市での調査は 2018年
11月 2日，2019年 7月 29日，同年 11月 17日，18日
に実施した。調査にあたっては，本学と自治体連携協
定を締結している安芸高田市ならびに青山勝氏と理窓
院のご協力を得た。記して感謝したい。また，本稿
は，科学研究費・基盤研究 A「石造物研究による中世
日本文化・技術形成過程の再検討」（課題番号 16H 
0194）の成果の一部である。
注
注 1） 「国郡志御用ニ付下調書出帳　下甲立」『高田郡史 
資料編』高田郡町村会（1981）
注 2） 舘鼻誠『中世武士団安芸小早川領域における石塔の
基礎的研究―宝篋印塔・五輪塔を中心に』（科学研
究費研究成果報告書　課題番号 17520448）（2009）
注 3） 舘鼻誠『中世武士団安芸小早川領域における石塔の
基礎的研究―宝篋印塔・五輪塔を中心に』（科学研
究費研究成果報告書　課題番号 17520448）（2009）
注 4） 広島県の北部や東北部に関する石塔に関しては，三
次市三良坂の清替屋古墓に関する調査報告書（広島
県埋蔵文化財センター調査報告集 203集『灰塚ダム
建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅴ』2003）を
はじめとする三次市内の遺跡を扱った調査報告書
を除けば，蔵橋純海夫『広島県の古石塔』私家版
（2007）や『三次市史Ⅳ 民俗・民俗資料編』（2004）
において数基が紹介されているだけで研究は少な
い。『三次市史Ⅳ』においては，三次市布野町の松
雲寺にある元亨 2（1322）年銘の大型の五輪塔や同
市三良坂町の福善寺にある正平 10（1355）年銘の
宝篋印塔といった紀年銘のある重要な石塔も未収
録で研究の現状をよく示している。なお，当該地域
と深く関わる岡山県北部に関しては，精力的に調査
をおこなった川瀬潔『備中の白色五輪塔』朝日カル
チャーセンター（1982）が数少ない研究成果とな
り，本稿でも参考にしたが，白色五輪塔（石灰岩製
五輪塔）の製作をすべて関ヶ原合戦以前とする編年
に関しては誤りも多く，再検討を要する。
注 5） 三坂圭治監修，田村哲夫編集『近世防長諸家系図綜
覧』マツノ書店（1980）
注 6） 舘鼻誠『中世武士団安芸小早川領域における石塔の
基礎的研究―宝篋印塔・五輪塔を中心に』（科学研
究費研究成果報告書　課題番号 17520448）（2009）
注 7） この宝篋印塔は寺跡がダム湖に沈んだことから，い
まは湖の無人の小島に移され渡島手段がない。この
ため，比率は蔵橋純海夫『広島県の古石塔』私家版
（2007）に収録される計測値をもとに割り出した。
注 8） 甲田町教育委員会編『甲田町誌』（1967）は，「石燈
籠の台石」として紹介するが，この形態は宝篋印塔
の基礎である。ただ，町誌が編纂された時点ですで
に基礎しか残っていなかった。
注 9） 蔵橋純海夫『広島県の古石塔』私家版（2007）
注 10） 舘鼻誠『中世武士団安芸小早川領域における石塔の
基礎的研究―宝篋印塔・五輪塔を中心に』（科学研
究費研究成果報告書　課題番号 17520448）（2009）
注 11） 宍戸元源は，系図では「天文十一壬寅十二月廿二日
卒」と記載されるが（三坂圭治監修，田村哲夫編集
『近世防長諸家系図綜覧』マツノ書店，1980），天文
13年 4月 16日付けの大内義隆預状（『萩藩閥閲録』
第一巻・巻 1-6）の宛所となる「宍戸安芸守」は元
源と推察されることから，この時点までは生存が確
認できる。なお，元源の没年に関しては，秋山伸隆
「戦国期の宍戸氏と毛利氏」（安芸高田市歴史民俗博
物館図録『安芸宍戸氏』2018）を参照のこと。
注 12） 舘鼻誠『中世武士団安芸小早川領域における石塔の
基礎的研究―宝篋印塔・五輪塔を中心に』（科学研
究費研究成果報告書　課題番号 17520448）（2009）
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注 13） 『宍戸記』（元禄 16年成立）呼坂出版所（1934）
注 14） 吉野健志「室町期安芸宍戸氏の動向」（安芸高田市
歴史民俗博物館『安芸宍戸氏』2018に収録）
注 15） 文明 2年 6月 3日付け，毛利豊元宛，室町幕府奉行
人奉書（『毛利家文書』134）
注 16） 文明 2年 12月 26日付け，宍戸安芸守宛，細川勝元
書状写（『毛利家文書』135），（文明 3年）1月 30日
付け，毛利豊元宛，足利義政御内書（『毛利家文書』
132）
注 17） 『広島県中世城館遺跡総合調査報告書　第 4集』広
島県教育委員会（1996）
注 18） 吉野健志氏は南北朝期の城と伝える柳ヶ城が三本
の堀切と五本の連続竪堀をもつ本格的な城である
ことを根拠とするが，これは安芸守宍戸や細川方勢
力との対峙のなかで強化されたか，対尼子戦のなか
で強化されたからであろう。
注 19） （明応 7年）4月 7日付け，天野元連宛，大内義興
書状（『萩藩閥閲録』第二巻・巻 73-17）
注 20） （明応 7年）7月 13日付け，平賀弘保宛，大内義興
書状（『平賀家文書』49）
注 21） 川瀬潔『備中の白色五輪塔』朝日カルチャーセン
ター（1982）。現物は未調査。
注 22） 石灰岩製の宝篋印塔としては最古級とみられる岡
山県総社市の嘉暦 3（1328）年銘の宝篋印塔をはじ
め，岡山県高梁市備中町の延文 2（1357）年銘の宝
篋印塔，岡山県井原市善福寺の応永 15（1408）年
の宝篋印塔，府中市上下町の正長元（1428）年銘の
宝篋印塔，庄原市西城町の天文 23（1554）年銘の
宝篋印塔などがある。本型式はいずれも基礎上部を
二段に造るが，基礎側面に輪郭を造らず素面とする
などの簡略化が見られる。
注 23） 三坂圭治監修，田村哲夫編集『近世防長諸家系図綜
覧』マツノ書店 1980年。なお，宍戸隆家は，系譜
によれば，文禄元（天正 20）年二月五日に没した
とされるが，『厳島文書』に収録される同年 5月 26
日付けの覚隆（宍戸隆家）宛，毛利輝元書状から，
隆家は少なくとも4月8日までは存命していた（『広
島県史 古代中世資料編Ⅱ』「巻子本厳島文書」94，
秋山伸隆「戦国期の宍戸氏と毛利氏」安芸高田市歴
史民俗博物館図録『安芸宍戸氏』2018）。この点か
ら，宝篋印塔に線刻された「文禄二年」が没年にな
るのかもしれない。
注 24） 三坂圭治監修，田村哲夫編集『近世防長諸家系図綜
覧』マツノ書店（1980）
注 25） 安芸高田市歴史民俗博物館図録『安芸宍戸氏』（2018
年）は，「墓石には文禄三年と刻印されている」と
紹介するが，その痕跡は確認できない。甲田町教育
委員会編『甲田町誌』（1967年）においても「其の
碑銘はない」と記す。
注 26） 天正 8年 9月 6日付け，山内隆通・広通宛，宍戸隆
家・元孝起請文（『山内首藤家文書』284号），天文
22年 12月 4日付け，山内隆通宛，毛利元就・毛利
隆元・宍戸隆家連署起請文（『山内首藤家文書』216
号），5月 11日付け，山内隆通宛，毛利隆元・毛利
元就連署状（『山内首藤家文書』220号），4月 27日
付け，宍戸隆家宛，毛利輝元・毛利元就連署状（『山
内首藤家文書』225号），正月 29日付け，山内隆通
宛，毛利輝元書状（『山内首藤家文書』265号）な
ど。
注 27） 11月 26日付け，宍戸隆家宛，黒田孝高書状（『萩
藩閥閲録 第 1巻』巻 24-10）
注 28） 吉川領においても，16世紀後半に建立された万徳
院跡において花崗岩製の大型宝篋印塔の存在が知
られているが（中世城館遺跡保存整備事業発掘調査
報告 4『史跡吉川氏城館跡 万徳院跡―第 3次次発掘
調査概要―』広島県教育委員会，1993），この宝篋
印塔は広島県廿日市市の洞雲寺にある毛利元清夫
妻の墓とされる宝篋印塔に技法が類似し，1600年
前後の造塔と推察される。このように 16世紀後半
以降になれば当該地域でも石塔が造塔されはじめ
るが，万徳院の調査報告書も記すように，「千代田
町や近隣の大朝町・豊平町においては…（略）…概
ね外周を石列で囲い内部に小礫を詰めたり敷いた
りしたものが多く，小型の五輪塔や宝篋印塔を建て
ていたと推察されるものがわずかに見られるほか
は，石塔類が認められないものが多い」というのが
実状である。
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